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中央労福協主催新公益法人制度移行後の情報交換会開催

南部労福協；第２回幹事会開催！役員交代等確認

中央労福協は、6 月 15 日(水)、13 時 30 分から福岡市天神「全労済

モルティ天神ビル 6階会議室」において、「新公益法人制度移行後の情

報交換会」を開催しました。

情報交換会は、新公益法人制度が施行され、それぞれの法人に移行

しましたが、法人運営や会計・税務に係る課題を有している法人も多

く、その情報の共有化を図るため、これまで東京会場、大阪会場で開

催してきており、今回、初めて福岡での開催となりました。 ご指導頂いた講師の関口税理士

九州各県・山口県からの参加者

九州各県・山口県から 9名の参加があり、福岡県から

福岡県労福協、北九州総合労働会館が参加しました。

冒頭、中央労福協事務局から足立晃久氏が開催趣旨に

ついて挨拶し、講師の関口邦興税理士から情報交換会開

催前段で実施した「アンケート調査結果の分析」、「公益

法人の各機関の役割と責任」、「移行後の法人の業務運営

と監督について」、「決算手続きの流れ」、「非営利型法人

の要件等」について説明がありました。

その後、意見交換に入り、各県労福協から意見・質問

に対し、関口講師からアドバイスを受けたところです。

第 2回 幹事会

退任された方々、左から相川会長(佐賀県)、吉浦事務局長

(佐賀県)、桝田幹事(長崎県)、金丸幹事(宮崎県)

南部労福協は、6 月 16 日(木)14 時から第 2 回幹事

会を開き、役員の交代、主要課題等について協議した。

冒頭、相川会長は、「任期半ばでの交代は申し訳な

く思うが、引き続き幹事県として頑張りたい。後任の

役員共々、ご指導をお願いしたい」と挨拶した。

確認事項については、「①役員の変更について」「②

主要行事年間スケジュールについて」が確認された。

報告事項については、中央労福協、南部労福協、各

県労福協、連合九ブロ、各福祉事業団体より、取り組

み報告がされ確認された。

協議事項では、7 項目について審議し了承され、第

2回幹事会を終了した。

☆所属団体の事情により役員の変更がありました。

所属団体名 南部労福協退任役員 新 任 役 員

佐賀県労福協 相川 司(会長) 青栁 直(同)

佐賀県労福協 吉浦 明(事務局長) 江頭一哉(同)

長崎県労福協 桝田憲二(幹事) 松尾清弘(同)

宮崎県中央会 金丸隆徳(幹事) 竹野広幸(同)

佐賀県労福協 岩田和己(監査) 牟田正彦(同)

佐賀県労福協 山田正彦(監査) 米倉法之(同)
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地地域域だだよよりり

～京築・田川地域労福協 ～

田 川 神 幸 祭
福岡県五大祭りの一つで、福岡県指定無形民俗文化財第 1 号に登録さ

れている田川市の風治八幡宮の「川渡り神幸祭」は、毎年 5月第 3土曜

日と翌日曜日に行われます。今年は、平成 28年 5月 21 日(土)・22 日(日)の両日に開催されました。

永禄年間(1558 年～1570 年)伊田村に疫病が流行した際、村の氏神である同神社にその終息を祈願し、

成就のお礼として奉納されたことに始まるもので、以来、今日まで 450 年以上も続く歴史と伝統を誇る

祭礼です。

祭りの見どころ【1日目】各町内から 11台の山笠が 12時頃から風治八幡宮に集まり、神幸祭典・「お

立ち獅子舞」の奉納の後、2基の神興を先頭に出発します。伊田駅前広場で練り回り、英彦山川峠に集

結し、大バレンを立て、鮮やかな幟山笠が鐘太鼓をとどろかせて川に入

り、山笠を揺すってお互いに水しぶきを掛け合います。1 日目はこうし

て対岸の御旅所へ到着し「お着きの獅子楽」を奉納し、神興・山笠とと

もに御旅所に泊まります。

【2 日目】

12 時頃から御旅所広場で練り回った後、神興を先頭に英彦山川に入

り、再び壮烈な水合戦を行った後、風治八幡宮に戻ります。

「川渡り神幸祭」が終われば、筑豊は初夏で苗づくりが始まります。

九州労働金庫は、2016 年 6 月 22 日（水）13 時より、アクロス福岡地下 2 階イベントホールにて第 16

回通常総会を開催しました。各支店から選出された臨時代議員、および運営委員等が出席する中、すべ

ての議案が承認されました。また、本年は任期満了に伴う役員改選期であり、総会で理事・監事が承認

された後、理事会で福岡県本部における常勤理事については、山城本部長が九州労働金庫専務理事に、

梶原理事が本部長に就任することが確認されました。

九州労働金庫では 2016 年度も引

き続き第 5期中期経営計画に掲げる

「きっと、もっと、ずっと、お役に

立てるろうきんへ」の営業コンセプ

トに基づき、ろうきんが地域社会や

はたらく人たちのお役に立つ福祉

金融機関であり続けるための取り

組みを積極的に展開していくこと

としています。

第５期中期経営計画「きっと、もっと、ずっと、お役に立てるろうきんへ」
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2016 年度 会員団体の定期総会が開催され、新年度の事業方針等を確認！

6/16 遠賀川地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 柴 田 典 利 連合地協

副 会 長 片 岡  厚 地区労福協

〃 中 西  渉 地区労福協

〃 大 庭  省 二 地区労福協

〃 神 尾 浩 二 労働金庫

事 務 局 長 寒 竹  準 一 連合地協

幹 事 金 久  順 一 地区労福協

〃 河 村  敏 昭 地区労福協

〃 福 田  歩 積 地区労福協

松 本  周 士 全労済

会 計 監 査 萱 嶌 弘 昭 労働金庫

〃 津 曲  ゆ か 全労済

6/24 北九州地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 小 原 朝 広 電力総連

副 会 長 濱 地 壮 太 ｾﾗﾐｯｸｽ連合

〃 佐々木 良 二 情報労連

〃 江 口    満 私鉄総連

〃 牧 野  喜 義 日本ｺｰｸｽ工業社員労組

〃 磯 辺  彰 労働金庫

事務局長 遠 藤 禎 幸 連合地協

幹 事 高 田 幸 一 基幹労連

〃 矢 野  志 郎 UA ゼンセン

〃 津 田  芳 次 電機連合

〃 向 野  貴 司 ＪＲ連合

〃 中 川  訓 一 ＪＰ労組

〃 石 崎 朗 福教組

〃 平 山  康 司 自治労

〃 森 下  弘 樹 自動車総連

〃 大久保 栄 造 ＪＥＣ連合

〃 入 沢  圭 高田工業所労組

〃 中 村  一 輝 北九州総合労働会館

〃 井 川 幸 夫 全労済

会計監査 田 中 秀 和 運輸労連

〃 矢 崎 眞 哉 労働金庫

北九州総合労働会館

第 44 回定時社員総会開催！

北九州総合労働会館（通称；真鶴会館）

は、2016 年 5 月 30日に第 44回定時社

員総会を開催し 4 議案が審議され原案ど

おり可決・了承されました。

昨年に続き厳しい状況にある中、公益 事

事業のさらなる構築をめざし、最大限の

経営努力を行っていくことが確認されま

した。理事選出では、記載の役員が選出

されました。

北九州総合労働会館新役員
役 職 氏  名 出身団体

理 事 長 福 島 昭 一 連合地協

副 理 事 長 小 原 朝 広 地域労福協

〃 山 﨑 徳 之 連合地協

専 務 理 事 中 村  一 輝 真鶴会館

理 事 遠 藤 禎 幸 地域労福協

〃 浅 野 斉 二 連合地協

〃 石 崎  朗 地域労福協

〃 染 井 和 久 労働金庫

〃 矢 﨑 眞 哉 労働金庫

〃 岩 木  克 明 全労済

〃 井 川 幸 夫 全労済

監 事 津 田 芳 次 連合地協

〃 牧 野 喜 義 地域労福協

6/17 北筑後地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 鹿 田  哲 連合地協

副 会 長 河 野 哲 也 労働金庫

〃 樋 口  崇 全労済

  〃 森    健 連合地協

〃 北 島 真 弓 連合地協

〃 小津和 由 基 連合地協

〃 鹿 田  鉄 也 連合地協

〃 平 野 孝 志 連合地協

事 務 局 長 大 石  淳 連合地協

事務局次長 東 園  清 隆 連合地協

〃 内 藤 久 稔 連合地協

〃 土 岐 雅 之 連合地協

  〃 伊 藤 正 美 連合地協

幹 事 松 延 富士男 連合地協

〃 出 田  勉 連合地協

〃 田 中  知 史 連合地協

〃 中 尾  剛 士 連合地協

〃 橋 爪 嘉一郎 連合地協

〃 森   大 地 連合地協

〃 橋 本  学 連合地協

〃 船 津 勇 一 連合地協

〃 井 上  泰 連合地協

会 計 監 査 吉 岡 潤 二 連合地協

〃 泉 義 明 連合地協

6/17 筑紫・朝倉地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 森 田 誠 一 連合地協

副 会 長 渡 邉 洋 一 労働金庫

〃 河 野 敏 生 連合地協

事 務 局 長 原    豊 連合地協

事 務 局次長 黒 木 光 子 平和人権ｾﾝﾀｰ

〃 今 澤 和 弘 知区労ｾﾝﾀｰ

〃 中 山 啓 一 連合地協

幹 事 平   俊 宏 連合地協

〃 下荒磯  豊 美 連合地協

〃 田 路 利 明 連合地協

〃 安 田 浩 志 全労済

会 計 監 査 山 田  孝 二 ＪＲ連合

会 計 監 査 江 藤  雅 也 自治労

6/15 南筑後地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 坂 田  修 自治労

副 会 長 入 部 純 司 JAM九州山口

〃 田 中 聖 仁 福教組

〃 村 山 義 幸 労働金庫

事 務 局 長 本 田  賢 治 全国一般

事務局次長 本 園  孝 広 労働金庫

〃 中 島 豊 晴 自治労

〃 中 島 貴 揮 自治労

幹 事 古 賀  毅 裕 三港労組

〃 高 橋  誠 JAM九州山口

    〃 津 田 耕 二 三井化学労組

〃 服 部  英 治 私鉄総連

〃 松 浦 誠 貴 労働金庫

〃 中 野 弘 之 自治労

〃 古 村  和 弘 自治労

〃 牛 島 真 理 労働金庫

〃 樋 口  崇 全労済

会 計 監 査 木 村  慎 吾 ＪＰ労組

〃 前 田 公 生 福教組

6/8 京築・田川地域労福協新役員
役 職 氏  名 出身団体

会 長 本 田 憲 一 連合地協

副 会 長 有 田   考 労働金庫

〃 濱 津 斉 治 全労済

〃 原 田 登喜雄 連合地協

〃 島 田 進 市 連合地協

〃 吉 岡 規 文 連合地協

〃 身 吉 保 彦 連合地協

〃 松 本 英 樹 連合地協

事 務 局 長 安 藤 正 宣 連合地協

幹 事 山 本  学 労金(田川)

〃 伊 藤 真 哉 田川地区労ｾﾝﾀｰ

会 計 監 査 亀 本  有 志 労金(行橋)

〃 新 開  岳 人 全労済

    

6/7 福岡地域労福協新役員
役 職 氏 名 出身団体

会 長 石 堂 高 大 連合地協

副 会 長 平 田 貢一郎 連合地協

〃 三 宅 幸一郎 労働金庫

〃 石 田 正 之 全労済

事 務 局 長 桑 原  忠 志 連合地協

事務局次長 岡 崎  正 登 連合地協

幹 事 新 山 孝 和 連合地協

〃 先 川  勇 司 連合地協

〃 井 手 拓 也 連合地協

〃 片 山  利 幸 連合地協

〃 今 濱   洋 連合地協

〃 山 本 義 美 連合地協

〃 中 村  秀 人 連合地協

〃 横 山 国 広 連合地区連

〃 中 野 幸 功 連合地区連

会 計 監 査 山 口 健 一 労働金庫

〃 小 野  和 仁 全労済

福岡県生活協同組合連合会第40 回通常総会及び創立40周年記念式典開催される！

福岡県生活協同組合連合会は、2016 年 6 月 23 日に第 40回通常総会並びに創立 40周年記念式典を

開催し無事終了することができました。

通常総会では 2015 年度活動報告並びに 2016 年度活動方針を含む１～４号議案がいずれも満場一

致で承認されました。通常総会終了後に開催いたしました、福岡県生協連創立 40周年記念式典では、

福岡県労福協はじめ来賓の皆様、生協連役員ＯＢ、会員生協他の関係者約 100 名の皆様のご参加が

あり、盛会裏に終了することができました。本総会で承認された方針に基づき、会員生協と県民の

暮らしに役に立つとともに、生協運動の更なる前進のために微力を尽くす所存でございます。

今後ともご指導ご援助いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。（文・篠田専務理事）
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連合；全国一斉労働相談ダイヤル実施！ 5/19～20

相談に応対中の“ライフサポートふくおか”

連合には、多くの労働相談が連日寄せられていますが、近年の傾向としてセクハラ・パワハラ・

マタハラなど職場内における嫌がらせ、差別に関する相談が増加しており、働く女性を対象とした

労働相談はますます重要となっています。

こういった状況の中で、５月１９・２０日の２日間で実施した今回の連合全国一斉労働相談ダイ

ヤルは「女性のための全国一斉労働相談ダイヤル～ＳＴＯＰ！セクハラ・パワハラ・マタハラ～」

というテーマでキャンペーンの呼び掛けを行いました。

かかってくる電話に対し、“ライフサポートふくおか”の３名の労働相談アドバイザーは、切実

な悩みを抱える相談者に対し、親身になり、相談内容に

合った適格なアドバイスを伝えました

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済
事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らし
をめざしています。出資金をお支払いいただいて組合員
になれば、各種共済をご利用いただけます。

全 国 共 通 フ リ ー ダ イ ヤ ル

   

イコウヨ  レンゴウニ

0120－154－052
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